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　この期間伊豆半島周辺では，9 月 11 日～ 15 日にかけ，伊豆大島とその付近で有感地震を含

むやや活発な活動が見られた。また，10 月 10 日頃からは伊豆半島東方沖で活発な群発地震活

動が始まり，月末までに 16 回の有感地震（最大震度 : Ⅲ）を含む多数の地震が発生した。

　第 1 図は最近の伊東市鎌田における S-P6 秒以下の地震の日別回数である。本年 4 月上旬前

半に一時回数増加（伊豆大島近海の地震）が見られて以来 10 月 10 日からの伊豆半島東方沖の

群発地震による急激な回数増加があるまでは静かな状態が続いていた。9 月中旬にやや回数が

増加しているのは，伊豆大島とその付近の地震活動についてのものである。

〈伊豆半島東方沖の地震活動〉

　第 2 図は 10 月 10 日頃から伊豆半島東方沖で発生した群発地震の鎌田における時間別回数（a）

と日別回数（b）である。地霞の最も多かったのは 12 日（2,436 回）で，このうち 20 時～ 21

時にかけてがピーク（424 回）となった。10 日 22 時～ 31 日 24 時までの地震総数は 6，186 回，

うち有感は 16 回となった。M の最大は 4.8（13 日 19 時 23 分），震度の最大はⅢ（2 回）であっ

た。日別地震回数（鎌田）表の有感は，気象官署で有感となった地震の最大震度別回数を示し

たもので，この詳細は有感地震表（右側）に掲示してある。

　第 3 図は今回の地震活動の期間別震央分布・マグニチュード累積度数分布・b 値の状況を示

したものである。①～⑥のうち，⑥は全期間とおしとなっている。震央分布は当初小判型の分

布（長軸・NW-SE），後南北方向に次第に拡散してほぼ円状となるパターンとなった（第 5 図

③も参照）。b 値は全期間の場合，M1.0 を下限とすれば 0.83 となるが，期間別のそれでは②が

1.20，③が 0.87，④が 0.75，⑤が 0.70 となり，次第に小さくなる傾向が見られる。この傾向は

昨年 10 月～ 11 月にかけての同海域における群発地震の場合と同じである。1）

　第 4 図は伊豆半島東方沖（周辺部を含む）における過去の地震の震央分布（M3.8 以上）を，

参考のため示したものである。期間は「1974 年伊豆半島沖地震（M6.9）」が発生した 1974 年

から 1985 年までである。伊豆半島先端部のすぐ南沖のものがこの地震で，大島の西方沖に位

置する大きな円表示の地震は「1978 年伊豆大島近海地震（M7.0）」である。この 2 つの地震で

は，死者を含む多くの震害が生じ，津波も発生した。

　第 5 図は，10 月 10 日から 29 日までに発生した地震の震央分布①とこれに対応する D-T プ

ロット（D は深さ）②および時空間分布③である。③は①に示した A-B を軸として見た形となっ

ており，地震の分布が時間の経過と共に，南北方向に拡散して来ている状態がよく示されてい

る。また，地震の深さはその多くが 10 ㎞以浅に集中しているのがわかる。なお，大き目の地

震のいくつかは，10 ㎞以深となっているが，最終的にここれらは 10km 以浅となろう。
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地震の深さにも変化が認められている。

　第 6 図は主な地震についてのメカニズム解で，①は 10 月 12 日 20 時 30 分・M4.0（S-S）②

は 10 月 13 日 08 時 33 分・M4.3（S-S），③は 10 月 13 日 19 時 23 分・M4.8（正断層的）の地

震についてのものである。

　第 7 図は，これまでの地震活動の推移を見るために，1976 年 10 月以降の鎌田における

S-P6.0 秒以下の旬別回数を示したものである。そして，この下部には，それぞれの地震活動に

対応する震央分布域（斜線部分）を掲示した。

〈伊豆大島とその付近の地震活動〉

　9 月 11 日 16 時頃から伊豆大島とその付近で活動がやや活発化，有感を含む地震活動が翌 12

日 08 時頃まで続いた。以降は時おり活動の程度となり，15 日頃にはほぼ収まった。活動のピー

クは 11 日 21 ～ 22 時，震源決定地震数は南沖のものも含め十数個，M の最大は 4.0（11 日 21

時 46 分），震度の最大はⅢ（大島）で前記 M4.0 の地震によるものであった。15 日までの有感

地震数は 6 回，大島測候所の地震計（C 点・500 倍）記録による地震回数は，11 日 16 時から

12 日 08 時までで 178 回となった。
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第 1 図　最近の伊東市鎌田における日別地震回数（S-P ≦ 6.0 秒）
Fig. 1　Daily number of earthquakes observed at Kamata (S-P ≦ 6.0 sec.).
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第 2 図　1986 年 10 月 10 ～ 31 日の伊豆半島東方沖の群発地震の鎌田における時間別（a）・日別地震回数 (b)
Fig. 2　 Hourly and daily number of earthquakes off east coast of the Izu Peninsula for October 10-31, 1986,
　　　　observed at Kamata. (a) Hourly f requency of earthquakes. (b) Daily frequency of earthquakes.
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第 3 図①～⑥　 1986 年 10 月 10 ～ 29 日の伊豆半島東方沖の地震活動の期間別震央分
布・マグニチュード累積度数分布・b 値

Fig. 3 (1)-(6)　 Earthquake epicenters, cumulative magnitude-frequency and b values of earthquakes off east 
coast of the Izu Peninsula for the whole and successive periods from October 10 to 29, 1986.
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第 3 図　つづき
Fig. 3　(Continued)
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第 3 図　つづき
Fig. 3　(Continued)
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第 3 図　つづき
Fig. 3　(Continued)
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第 3 図　つづき
Fig. 3　(Continued)
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第 3 図　つづき
Fig. 3　(Continued)
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第 4 図　 1974 年 1 月～ 1985 年 12 月までの伊豆半島東方沖の地震の震央分布（M ≧
3.8）

Fig. 4　 Earthquake epicenters off east coast of the Izu Peninsula for January, 1974 - December, 1985
（M ≧ 3.8）.
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第 5 図　 1986 年 10 月 10 ～ 29 日の伊豆半島東方沖の地震の震央分布①・DT プロッ
ト②・時空間分布③

Fig. 5　 Earthquake epicenters, D-T plot and space-time plot of seismic activity off east coast of the Izu 
Peninsula for October 10-29, 1986.

　　 　 　　(1) Earthquake epicenters, 　(2) D-T plot, 　(3) Space-time plot.
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第 6 図　地震のメカニズム解（上半球投影）　　●：押し　○：引き
Fig. 6　Focal mechanism solutions. 

(Projected on the upper hemisphere) 
● : up 　　○ : down
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第 7 図　1976 年 10 月以降の鎌田における旬別地震回数（S-P ≦ 6.0 秒）と地震の震央分布域（斜線部分）
Fig.7　Number of earthquakes in every decade observed at  Kamata from October，1976 to November，
1986　　　（S-P ≦ 6.0sec.）and earthquake epicenters area（Hatched area）.　
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